
主要
施策

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

①個々の教師の資質を向上させ
る。

・校内研究授業を行い教師の資質
向上に努める。
・校内研修の枠を広げ、自主的
 に授業公開を行い、互いに見
 合う機会を増やす。
・パワーアップ研修などにより具体
的な研修を行い、個々の教師の資
質を向上させていく。
・どのように振り返るか学年・学校
全体で共通理解を図る。

・各学年授業を公開し、授業研究
に努める。
・パワーアップ研修を年間４回程度
行う。
・全ての教師が、年間15回以上授
業を見る。

・一人一授業を実施し、授業力の向上
に努めた。
・パワーアップ研修を５回行うことがで
きた。
・担任が抜けて、他のクラスの授業を見
に行くことがしにくい状況になっている。

・子どもたちの実態を見つめ、児童の
課題や、教師側のねらいを明確にし
て、継続的に取り組む必要がある。
・パワーアップ研修にも職員の要望を
取り入れていきたい。
・お互いの授業を見に行きやすい環境
づくりをする。

・授業研究は明確なねらいを持って取
り組み、先生の資質向上に努めてほし
い。
・パワーアップ研修は、得意としている
分野を他の先生に広げたり、ニーズに
合わせて実施していただくことを望む。
・先生の多忙化、人員不足は深刻な問
題である。現場の対応だけでは困難な
面もあるので国、教育委員会等にも対
策を講じてほしい。（先生の増員等）
・先生の多忙化解消に少しでも役に立
てるように、できることは協力させてい
ただきます。

②子どもたち一人ひとりの個性や
能力に応じた教育を推進する。

・子どもの考えによりそい、子ども
一人ひとりが安心してすごせる居
場所作りに努める。
・課題に対して出た子どもたちの疑
問を「めあて」とし、子どもたちの主
体性を伸ばしていくようにする。

・わからないことを自分から質問で
きるようになる。
・児童のアンケートの「学習でわか
りにくいことを、先生に質問しやす
い」の項目で、肯定的評価が７0％
以上になる。

・子どもの考えによりそい、一人ひとり
を見ることで、安心できる場所づくりが
できた。
・児童アンケートの「学習でわかりにく
いことを先生に質問しやすい」の項目で
肯定的評価が75％だった。

・子どもたちの現状や様子をつかむこと
に努めたが、これからも継続して取り組
んでいく必要がある。
・「わからない」「どうして」「わかった」と
つぶやけることが当たり前な学びの場
を大切にする。

・先生にわからないことを質問できると
いうのはとても重要なことである。75％
が上昇傾向にあるのはわかったが、
もっともっと高めていってほしい。

③家庭と学校をつなぐため、 学校
情報を積極的に発信する。

・ホームページを通して学校情報
や学年からの情報を積極的に発
信する。
・「学校だより」、「学年通信」を充
実させ、学校の情報を積極的に発
信する。

・週に１回以上ホームページを更
新し、日常の学校生活を伝える。
・保護者アンケートの「学校の教育
方針や行事・活動の様子を知って
いる」の項目で肯定的意見が90％
以上になる。

・授業のある平日は毎日、ホームペー
ジの更新を行い、子どもたちの様子を
伝えることができた。
・保護者アンケートの「学校の教育方針
や行事・活動の様子を知っている」の項
目で肯定的意見が82.8％であった。

・ホームページの更なる活用と周知に
努める。
・保護者アンケートの、学校は「学校行
事（授業参観・体育大会・図工展・音楽
会・オープンスクール等）で学校公開に
努めているの項目で肯定的意見が
97.0％であったので、懇談会等の機会
を利用して必要な情報を発信していくこ
とに努める。

①学習活動において、タブレット等
の情報機器を適切に使い、情報を
得る力や情報モラルを養う。

・学活や道徳、いなほの時間等を
活用して、調べ学習を積極的に行
う。
・タブレットの使い方について、継
続的に指導する。
・必要に応じて講師を招き、情報モ
ラル講習を行う。

・学習用端末を含めた情報機器の
よき使い手となる。

・学年に応じて情報モラル教育に取り
組んできたが、GIGAスクールへの慣れ
もあり、トラブルが出てきた。特に新入
生への繰り返しの指導が大切だと思っ
た。

・タブレット使用のきまりを再度徹底す
るとともに、情報モラル教育に関して
は、各学年１度は取り組むように仕組
みを作っていきたい。

・タブレットやスマホなど、ICT機器の活
用はこれからの子どもたちに必要であ
ると思うが、保護者はいつまでもタブ
レットやスマホを触ってやめない状況を
不安に思っているという声もある。ルー
ル作りや情報モラル教育にしっかりと
取り組んでいただきたい。

②・中学年でア「聞くこと」、イ「話す
こと」を中心に英語に慣れ親しみ、
コミュニケーションを図る素地を養
う。
・高学年でウ「読むこと」、エ「書くこ
と」を加え、コミュニケーションを図
る基礎を養う。

ア）チャンツ、ゲーム、スモールトー
ク、クイズなどで聞く活動を重ね
る。　　　　　イ）ペアやグループで
の会話の場を設定したり、スピー
チ活動に取り組む。
ウ）教科書の内容やALTの紹介文
などの読む活動をする。
エ）アルファベットや各単元で学ん
だ単語、表現をワークシートで練
習したりスピーチ原稿作成に取り
組んだりする。

ア）日本語と外国語の音声の違い
に気付いたり、基本的な表現を聞
いて意味が分かるようになる。
イ）アイコンタクト、ジェスチャーな
ど相手により伝わるよう工夫しなが
ら話す。
ウ）基本的な語彙や文を推測しな
がら読むことができる。
エ）アルファベットの大文字小文字
が書ける。４線上に語彙や表現を
書いたり語順を意識しながら、例
文等を参考に書くことができる。

ア）聞く活動を十分取り入れた。
イ）ペアやグループ活動、そしてスピー
チ活動を有効的に活用し、コミュニケー
ションを図るような場を設定した。また
相手を思いやる気持ちを忘れないよう
に留意した。
ウ、エ）教科書や参考文などで読む活
動を行い、ワークシート等で書く時の
ルールや４線上の書き方などの意識を
しながら書く練習をした。

引き続き児童にとって分かりやすく、興
味を持って取り組めるような授業作りを
していく。

引き続き、楽しい英語の授業を目指し
て頑張ってほしい。

③欠席連絡やお手紙のデジタル配
信

・全校に配る手紙はデジタル配信
を原則とする。

・保護者との連絡手段としてデジタ
ル配信が浸透する。

・連絡手段として、定着して生きてい
る。引き続き、ユーザー目線での使い
易さについての検討が必要だと思われ
る。

・発信方法等について、検討していき、
使いやすい状態を作っていきたい。

・ICT環境の整備などが入ってきたこと
により、先生方は大変忙しい思いをさ
れているのではないか。

①豊かな心を育む道徳教育の推
進

・実生活に合った道徳、人権教育
の授業に取り組む。
・教科書（あかつき）を中心にして、
「こころはばたく」などの心シリーズ
を十分に授業で活用する。
・『月目標』を設定し、全児童、全職
員で取り組む。

・他人に対しての「思いやり」と 自
分の「あきらめない気持ち」 をもっ
て学校生活を送ること ができる。
・児童アンケートで「自分を大切に
することや友だちを大切にすること
について学んでいる。」の項目で、
肯定的評価が９０％以上になる。

・児童の実態に合わせて、道徳的心情
や実践意欲を高めるための授業や学
級指導、生活指導を行った。
・児童アンケートで「自分を大切にする
ことや友だちを大切にすることについて
学んでいる。」の項目で、肯定的評価
が94.2％であった。

・教材を通して、望ましい行動や心情を
学び、実際生活での他者への思いやり
や自分自身の言動につなげていけるよ
うに、研修などの取り組みに努める。
・「心シリーズ」の活用について、活用
の手引きなどを使って、さらに来年度新
しくなる教科書と照らし合わせて、効果
的に取り組んでいく。

・あいさつなど、先生が子どもたちの手
本となるようにしてほしい。

②・いじめの未然防止に努める。
・いじめへの早期発見、早期
　対応を図る。

・日記やチェックシート等を活用し、
子ども一人ひとりの状況とその変
化を継続して把握する。
・子どもと一対一で懇談する時間を
設定する。(随時)
・毎日、児童のよいところを見つけ
てほめる。
・休み時間の様子を把握する。
・研修会を開き、職員間でいじめに
ついての理解を深める。

・児童アンケートで「なやみや不安
があるとき、だれかに(先生や友だ
ち・親など)に相談できる」の項目
で、肯定的評価が８０％以上にな
る。

・｢相談しようと思う人がいる｣に対する
肯定的評価は、78%→74%とやや減少し
た。話しやすい環境作りが求められる。
・いじめアンケートでの認知件数の総数
は７４件であった。各担任にはアンケー
ト終了後の丁寧な聴き取り、その後の
指導等をお願いした。
・1学期に学校カウンセラーによるいじ
めの研修会を開き、職員間でいじめに
ついての理解を深めることができた。

・アンケートで把握した事例について
は、丁寧に聞き取りを行い、「いじめ認
知」の判断に迷う場合は、必ず学年や
生徒指導担当に相談する。その際、そ
うした情報を学年で十分に共有しておく
必要がある。いじめと「認知」された事
案の中で、必要があれば、「いじめ対策
委員会」を開催し、改善策等を講じる。

・土曜学習のように、地域からボラン
ティアで子どもの居場所作りに協力で
きることもあるのではないか。
・子どもと１対１で話す機会をぜひ作っ
てほしい。

③不登校傾向児童への早期対応
を図る。

・保護者、担任、不登校対策支援
員、学校カウンセラー、SSWとの連
携を深め、児童への働きかけを行
う。
・担任だけでなく、学年や全職員で
情報共有し、共通理解を図る。

・早期対応に努め、不登校児
 童を出さないようにする。

・現在は７名が相談室を利用している。
現時点でほぼ全欠も２名おり、100日以
上欠席している児童は9名いる。（R5、2
月9日現在)別室登校や放課後登校、
関係を切らないための課題や連絡のや
り取り等、継続して取り組む必要があ
る。
・相談室に入る人員確保が難しいた
め、運営の仕方について考える必要が
ある。

・市費担当者の継続を市教委に要望す
る。
・相談室の運用方法の再考
①市費担当者との連絡調整
②シフト表及び連絡ファイルの作成
③出欠連絡の確認と掲示
④相談室内の整備　など
・SCと連携し、不登校に関する研修を
開く。

・不登校対策支援員が配置されること
が決まり、とても良かった。
・不登校児童が増えている現状で、や
はり子どもの話を丁寧に聴くことが大事
だと思う。もし手伝えることがあれば協
力します。

④学年に応じた体験活動を実施す
る。

・社会見学や自然体験活動、平和
学習などの校外学習及び、校内行
事の充実を図る。

・各学年、事前学習や事後学習を
行い、体験したことを学びにつなげ
る。
・「学校行事などは楽しい。」の項
目で肯定的評価が９０％以上にな
る。

・各学年で、発達段階に応じた社会見
学、自然体験活動、平和学習を計画し
ていた。
・「学校行事などは楽しい。」の項目で
肯定的評価が96.5％であった。

・体験活動の充実をはかっていく。
・全ての児童にとって達成感や充実感
を感じられるよう、行事内容を考える。

①自らすすんで体力を向上さ
 せようとする意欲を育てる。

・体育施設の割り振り方の工夫
や、学習内容を系統立てた「がん
ばりカード」などを用 いて体力の向
上を図る。
・「パワーアップタイム」を充実させ
る。
・スポーツバッチの取り組みを保
つ。

・学年に応じた「がんばりカー ド」
で自分の伸びを記録し、設定した
目標を達成させる。
・全員すすんで外で運動する よう
になる。

・「がんばりカード」に自分の伸びを記
録し、主体的に目標を達成しようとする
姿が多く見られた。
・熱中症指数が高いときに屋外での体
育ができなかった。
・「パワーアップタイム」で行うサーキッ
トトレーニングについての研修会を開
き、職員の授業力向上に努めた。

・引き続き「がんばりカード」の活用を進
め、主体的に運動に取り組む児童を育
成する。
・作成した教材はデータで保存する。
・次年度夏期の体育館割り当てを検討
する。

・子どもの体力作りのためにも、外遊び
を推奨してほしい。

③全校生に食に関する興味や関
心を持たせ、健康に過ごすことへ
の意欲を育てる。

・2年生の児童に対し、食に関する
指導を実施する。
・給食委員会で、全校生に食に興
味を持ってもらえるような取り組み
をする。

・食に興味を持つ子が増える。
・給食の残食を減らす。

・各クラスで残食を減らすよう取り組ん
でいる。しかし、残食はまだあるので、
引き続き声かけをしていく。
・委員会の児童がいろいろな企画を考
えて全校生に食について考える機会を
作ることができた。
・調査の結果、残食が減った。

・来年度も引き続き各クラスで声をかけ
ていく。
・来年度の委員会活動でも全校生に呼
びかけていけるよう、今年度の委員会
から引き継ぎをする。

・残食が減ったのは良い傾向である。
・食事の時間を確保してやりたい。
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重点目標

教育目標  人間尊重を基盤として　　豊かな心と健康な体をもち　　主体性・連帯性のある子どもを育てる　　　－いきいき なかよく のびのびと 笑顔あふれる 稲野小学校－

学
校
教
育

「確かな学力」の育
成

①授業改善
②誰一人取り残さな
い取組
③学校・家庭・地域
の連携

新しい時代に対応
した教育の推進

①情報活用能力の
育成
②英語教育の充実
③デジタル化の促進

B

・わかる授業・楽しい授業の実現に向けた授業改善に取り組む。
・主体性を育む「ねらい」の提示・理解を深める「ふりかえり」活動を工夫していく。
・思考を深めるために、意図的にペア・グループ活動を取り入れていく。
・「～したい」と一人ひとりが主体的に取り組むことができる授業づくりを進める。
・「話す力」向上に向け、系統的に言語活動に取り組む。
・課題を明確にし、目的意識を持たせることにより、「聴く力」をつけていく。
・気持ちのよいあいさつができるように取り組む。
・仲間づくりや相談しやすい関係づくり、関係機関との連携を図っていく。
・計画的、継続的に体力づくりに向けた授業づくりに取り組む。
・タブレットを中心にＩＣＴの効果的な活用を図り、わかりやすい授業をすすめる。
・ユニバーサルデザインの授業づくりをすすめる。
・保護者、地域に対し学校の取り組みがわかるよう情報発信に努める。

施策目標
基本施策

A

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防
止、早期発見、早期
対応に向けての組
織的な取組の推進
③不登校の児童生
徒やその保護者へ
の支援体制の充実
④体験活動等の実
施

B

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
・
生
徒
の
育
成

「健やかな体」の育
成

①児童生徒の体力
向上の促進
②魅力ある部活動
の推進
③発達段階に応じた
健全な食育の推進

B



①キャリア教育全体計画に基づ
き、各学年の年間計画を進めてい
く。

・キャリアパスポートを活用する。
・各学年の年間計画を実施してい
く。

・キャリアパスポートを記入する。
・年間計画に基づき、授業を実施
する。

・年度初めにキャリアパスポートを活用
して目標を設定した。年度途中と年度
末に自分を振り返り、成長を実感させ
ることができた。

・引き続き自分で目標設定し、その都
度振り返り、成長を実感させる。

②スクールカウンセラーやスクー
ルソーシャルワーカーと連絡を取
り合う。

・教育相談を随時行う。(担任、学
年、生指担、支援員、SC、SSW、管
理職)
・気になる児童については、学年を
中心に、管理職、生指、養護教
諭、特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、支
援員、SC他、多方面からの情報を
収集し、分析･検討しながら、適切
な支援のあり方を模索する。

・専門機関を交えて、適切な支援
方法を考え、実施する。

・教育相談は、巡回相談や医療発達相
談を随時行っていて、適切に対応でき
た。
・部会や、日頃の報告・連絡を通じて情
報を共有・検討し、適切な支援を模索
できた。

・今後も、巡回相談や発達相談を行
い、保護者・教職員にも周知をしてい
く。
・引き続き、報告・連絡を密にして、適
切な支援を模索していく。

③保護者の悩みに寄り添い、教育
相談等へとつないでいく。

・懇談等で保護者から聞き取ったこ
とを学校全体で情報共有していく。

・懇談会等で保護者から相談を受
けたことを早急に学年・学校で検
討し、悩みに応じて教育相談等に
つなぐ。

・保護者から相談を受けたものは、適
切に関係機関につなぐことはできた。

・今後も、懇談などで出た相談内容を
元に適切な機関へとつないでいく。

・子どもや保護者への対応の仕方も先
生によっていろいろだと思うが、大事な
事は同じだと思うので、そこを共通理解
してほしい。

②支援を必要とする子どもたちに
ついて、集団参加・学力･身体的補
助などの面から合理的配慮を含む
取り組みを考えていく。

・特別支援学級では、個に対応し、
確かで豊かな発達と社会性を育て
る授業の工夫を行う。
・交流学級においては、クラスの一
員としての集団への参加や意欲を
育て、お互いに助け合い、共に生
きていこうとする力を培っていく。
・子どもたちのこと、保護者の願い
についての理解を深めるための研
修会をもつ。

・個別の指導計画を立て、それに
基づいた授業や支援を行う。
・クラスでの居場所作り、学校行事
に自分なりに目標を持って参加す
ることができる。
・二者懇談会、三者懇談会を通し、
保護者の願いを聞き取り、職員の
研修会を通し、全職員での把握に
努める。

B

・個別の指導計画に基づいて授業や支
援を行うことができた。
・毎週シフトを組み、必要に応じ入り込
み支援を行い、自分なりに目標を持っ
て行事等に参加することができた。
・人手不足でどうしても支援に入れない
時があった。
・懇談会や日々の連絡帳のやりとりを
通して保護者の願いを聞きとり、それを
職員研修会で共通理解できるよう努め
た。

・できるだけ支援に入れるように、今後
もシフトを工夫する。

①授業力向上や児童対応など、さ
まざまな研修を計画的に実施す
る。

・校内研修の枠を広げ、自主的に
授業公開を行い、互いに見合う機
会を増やす。
・パワーアップ研修などのより具体
的な研修を行い、個々の教師の資
質を向上させていく。
・夏季研修会の充実を図る。

・各学年授業を公開し、授業研究
に努める。
・パワーアップ研修を年間４回程度
行う。
・全ての教師が、年間15回以上授
業を見る。
・学校の現状に合わせた研修会を
実施する。

B

・一人一授業を実施し、授業力の向上
に努めた。
・パワーアップ研修を５回行うことがで
きた。
・担任が抜けて、他のクラスの授業を見
に行くことがしにくい状況になっている。

・研修や公開授業を通して、教師側の
疑問や悩みを解消し、納得できるもの
を得ることができれば、教職員の資質
向上は上がる。そのためにも、研修や
研究内容の充実を行っていく。

①教育目標や教育活動、子どもた
ちの現状や課題について、保護者
や地域との共通理解を深める。

・子どもたちの現状や課題につい
て、地域と教職員とが意見交換し、
共通認識を持つ機会を設定する。
・PTAと連携しながら「見守り隊」へ
の参加者を募る。

・地域と教職員とが意見交換でき
る場を１回は設定する。
・見守り隊募集の手紙を作成し、呼
びかける。

・教職員を交えた学校運営委員会を開
催することができた。
・教職員からの依頼にあった２年生・３
年生の九九チャレンジを地域の方々の
協力で実施できた。
・例年行っている畑作り、町たんけんに
ついても地域の方々のご協力を得て実
施できた。
・ミシン指導の講習会など、議題に上
がった内容について取り組むことがで
きた。
・見守り隊の方々との情報交換や、児
童とのお礼の会を計画した。
・スクールガードの募集は呼びかけを
行っているが、集まらないのが現状で

・来年度も地域と教職員が意見交換で
きる場を設定し、学校の課題や取り組
みについての情報を共有する機会を作
る。
・地域やPTAに協力を依頼する場合
は、できるだけ早く情報を伝えられるよ
うに配慮する。

・見守り隊のお礼の会については来年
度も実施し、意見交換の場も作りたい。
・PTAと連携しながら引き続き、見守り
隊の募集を行う。

・今年度から始めた九九チャレンジの
取り組みであるが、来年度は開始前に
一度、集まって、基本的なあり方、考え
方等について共通理解する場を持って
ほしい。
・家庭学習など、継続して九九の定着
を図る手立てを考えたい。
・九九チャレンジは、該当学年の保護
者に呼びかけても良いのではないか。

・見守り隊のお礼の会は継続してほし
い。

②地域と学校が目標や情報、課題
意識を共有し、連携して地域の特
色を生かした教育活動に取り組
む。

・学校や子どもたちの課題を見つ
め、地域と連携した具体的な教育
活動の計画を進める。
・地域の力を借りながら、子どもた
ちを育む教育活動を展開する。
（畑づくり、町探険、九九チェック
等）

・地域と連携した具体的な教育活
動について協議し、実践する。
・具体的な取り組みについて振り
返り、課題を共有して次年度に活
かしていく。

・学校運営協議会では具体的な子ども
の姿を通して課題や取り組み内容につ
いて話し合うことができた。
・九九チャレンジに来ていただいた方々
に、ボランティア人材バンクに登録して
いただいた。
・地域と連携した教育活動の内容をふ
り返り、成果と課題について話し合うこ
とができた。

・今後もしっかりと情報共有をしながら
子どもたちの姿を通して課題や取り組
みについて考えていく。
・協力をお願いしたい学校支援につい
て話し合う機会を持ち、可能なことから
実施していく。
・今年度の成果と課題をもとに、来年度
のより良い学校支援の実施を目指して
いく。

・スクールガードの人員減少が心配で
ある。交通安全だけでなく、犯罪の抑止
力にもなっているので、ぜひ、呼びかけ
て募集していただきたい。

①組織として対応できるように、ま
た個々の教師の資質を向上させ
る。

・夏季休業中に不審者対応研修を
設定し、教師の動き、急行班の動
き、学び、学校全体の連絡体制の
確認をする。
・防犯訓練の事前指導を行う。

・児童は、校内に不審者が侵入し
た際に、安全な避難行動をとること
ができる。
・教師は、緊急時における児童の
安全確保と状況に応じた対応をと
ることができる。

・不審者避難訓練を実施し、安全な避
難行動をとることができた。
・教職員は不審者対応訓練を実施し、
児童の安全を確保するための行動を
考え、対応した。

・引き続き有事に備えて訓練を行う。

②教師が、火災・防犯・地震の基
本的な知識を知る。

・担当が作成した資料をもとに、火
災・防犯・地震の避難訓練の前と
後に学級指導を行う。

・児童が自らの生命や身体の安全
を守るために必要な知識と態度を
身につける。
・放送をよく聞き、指示に従って落
ち着いて避難するとともに、避難経
路を知る。
・保護者アンケートの「学校では、
児童の安全に関する適切な指導
及び対応が行われている。」で、肯
定的評価が９０％以上になる。

・資料を有効活用して事前指導を行っ
た。
・保護者アンケートの「学校では、児童
の安全に関する適切な指導及び対応
が行われている。」で、肯定的評価が
92.3％だった。

・新しい資料の作成に取り組む。
・資料を活用しながら、児童にわかりや
すく安全指導を行う。
・普段から放送が始まったら静かに聞く
ことを機会があるごとに、指導して身に
つけさせる。

・昨年度の課題をふまえ、改善策を出
していってほしい。
・いざという時に放送などをしっかりと
聞くことはとても大切なことである。ぜひ
身につけてほしい。

③毎月、登校指導を行い、共通理
解する内容を出し合う。学級毎に
指導する。

・毎月、登校指導を行い、通学路
の交通状況と児童の登校実態を
教師が把握する。必要に応じて、
危険箇所や安全な登下校の仕方
を学級指導する。

・通学路の危険箇所を知り、安全
に登下校できるようになる。

・毎月登校指導を行った。
・交通ルールやマナーを守れていない
こともあり、その都度学級指導をした。

・引き続き全職員で登校指導を行い、
多くの目で子どもたちの交通ルールや
マナーの現状を把握し、適切な指導を
していく。

・保護者の自転車のマナーが気にな
る。

④毎月、安全点検を行い、児童が
安全に学校生活が送れるように環
境を整備する。

・安全点検で不備を把握し、管理
職に修繕依頼し、速やかに対処す
る。

・保護者アンケートの「学校では、
児童の安全に関する適切な指導
及び対応が行われている。」で、肯
定的評価が９０％以上になる。

・保護者アンケートの「学校では、児童
の安全に関する適切な指導及び対応
が行われている。」で、肯定的評価が
90％以上だった。
・修繕が間に合わない月があった。

・引き続き安全点検を行い、学習の場
として安全であることに努める。
・遊具においては複数で点検する。
・速やかに修繕が進むよう、声かけして
いく。

⑤職員の意見をもとに、働きやす
い環境作りを行う。

・定時退勤日やノー会議デーを設
定する。
・業務改善委員会を設置し、適宜
会議をもつ。

・定時退勤日やノー会議デーを周
知、実施する。
・職員からの意見をもとに、改善策
を考え、実施する。

・ノー会議デー・定時退勤デーについて
は実施できるように、行事計画に位置
付けられていた。しかし、定時退勤につ
いては、時間内に業務を完了できな
い。
・職員の共通理解のもとに、働きやす
い職場環境作りを目指した。

全職員が定時退勤できるように、更に
業務改善を図り、職員の負担軽減を目
指す。今後も、行事計画にノー会議
デー・定時退勤日を位置付けていく。
・全職員の共通理解のもと、働きやす
い職場づくりに皆で参画していく。

　

B

学校関係者評価総括
教職員の多忙化や人員不足が心配である。なん何とかしたい。地域の力でできることは協力するので、相談してほしいという声が多く聞かれた。子どもたちを学校だけでなく、保護者、
地域が協力して育んでいくという意識が大切である。そのための連携をしっかりととりながら、子どもたちにとって何が必要なのかを考えて教育活動をしていきたい。

学
校
教
育

教職員の資質向上

①研修等の充実

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校の活
性化
②特別支援教育の充実

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
・不登校対策（子どもの居場所作り）
・学力、体力向上の手立て
・子どもたちが自校を誇りに思い、生き生きと活躍する学校作り（創立１５０周年に向けて）

教育相談・支援体制の充
実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカー
の活用
③教育相談の充実

B

学校を支える組織体制の
整備

①コミュニティ・スクールの
充実
②地域と学校の連携・協働
体制の構築

B

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

安全・安心な教育環境の
充実

①学校園防犯訓練・防災教
育の充実
②子どもの安全対策の推進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持
保全
⑤学校における働き方改革
の推進


